
Ｎｏ 引用文献実 施 事 項 急 所 ・ ポ イ ン ト

工事において、移動、運搬、あるいはジャッキ

アップをすることが予定される設備等の重量物

（以下「重量物」という）のうち、

転倒による危険が心配されるものについては、

事前にＨ・Ｗ・Ｌ方向から重心位置を予測し、

１８度に満たない傾斜（転倒角度）で転倒する

危険がある重量物を把握する （ＴＭＥＪ独自）

（改訂）

１

重心位置は、これ以上「上にはない」

「外側にはない」と確信できる位置を

思考し、予測する （改訂）

荷役・重機 ７）－（１） 重量物運搬一般①

重心に影響を与えると思われる構成

部品の位置、重量を念頭におき、

重心位置を予測する （改訂）

アンカーや脚の位置で、重心位置の

予測を惑わされてはならない

（重量物の重心位置が、アンカーや

脚の外側にある場合もあり） （改訂）

重心位置の予測に自信が持てない

場合で、重量物が転倒する心配が

あるときは、

重心に影響を与えると思われる構成

部品のうちで、最も高い位置 または

外側の位置にある構成部品の重心

位置をもって、重量物の重心位置と

判断するか、

あるいは、重心位置に影響を与える

と思われる構成部品の重量を調べ、

構成部品によるモーメントの合計で

重心位置を検証する （改訂）

θ：転倒角度

たぶん このあたりだろう 念のため 一ランク外側
で考えよう

【重心位置の予測】 （ＴＭＥＪ独自）（改訂）１

自信が持てない場合は、
重心に影響を与えると
思われる構成部品のうち
最も外側の重心位置で

９２
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２

荷役・重機 ７）－（１） 重量物運搬一般②

【転倒角度】 （ＴＭＥＪ独自）（改訂）

θ

Ｂ

Ａ Ｃ

ＢＣ／ＡＣ 転倒角度

２．７４７５ ２０度
２．９０４２ １９度
３．０７７７ １８度
３．２７０９ １７度
３．４８７４ １６度

３．７３２１ １５度
４．０１０８ １４度
４．３３１５ １３度

１２度４．７０４６

１１度５．１４４６
１０度５．６７１３
９度６．３１３８
８度７．１１５４

７度８．１４４３

６度９．５１１４

５度１１．４３０１

４度１４．３００７

３度１９．０８１１

２度２８．６３６３

１度５７．２９００

転倒角度が１８度に満たない場合は、ビラを

貼り付け、危険を視覚化する

ビラへ記載する事項

・危険の警告

・図示により重心位置、転倒角度

・運搬、移動、ジャッキアップに際して、

転倒防止を講じること

・転倒防止を解除した状態において、

転倒危険範囲に立入らないこと

予測した重心

ａ
ｂ

ｃ

ｄ ｄ

【重心位置の検証 例】 （ＴＭＥＪ独自）（改訂）１

２

外側 内側 ａ 重量 × 距離

ｂ 重量 × 距離

ｃ 重量 × 距離

ｄ 重量 × 距離 ｄ 重量 × 距離

外 側 内 側

合計 Ａ 合計 Ｂ

合計 Ａ ≦ 合計 Ｂ

（外側と内側（左右）がほぼ均等であるか、やや内側に

重力が掛かっている → 危険側に重心位置を予測）

【ビラの例】 （ＴＭＥＪ独自）（改訂）２

転倒に注意

θ

重心の

予測位置

θ：転倒角度

〇〇度

（これ以上傾斜

させると転倒）

・運搬、移動、ジャッキアップに際して、

転倒防止を講じること

・転倒防止を解除した状態において、

転倒危険範囲に立入らないこと

９３

（ＴＭＥＪ独自） （改訂）

対象 ：重量300Kg以上で、高さ1m以上のもの
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転倒角度が１８度に満たない重量物を 持ち

上げ、移動、またはジャッキアップ等する時

は、転倒防止を講じる （ＴＭＥＪ独自）（改訂）

３ 重量物を上から吊る、あるいは転倒

角度を１８度以上にするため仮設の

脚・ベースを設けるなど、安定度を

上げる対策を行う （改訂）

荷役・重機 ７）－（１） 重量物運搬一般③

転倒防止を解除した状態では、持ち

上げ、移動、またはジャッキアップを

行わせないとともに、転倒する危険

範囲に立入らせない （改訂）

制御盤等を台車で移動する時は、台車＋制御

盤等の転倒防止を実施する （改訂）

４ 制御盤等が倒れないよう制御盤等と

台車、制御盤等とフォークを固縛する

（改訂）

制御盤等の重心高さ ÷ 台車車輪

ピッチ（短辺）が、１．５以下になるよう

台車＋制御盤等の安定度を上げる

（改訂）

制御盤等を台車、フォークリフトで移動する時

は、制御盤等の転倒防止を実施する （改訂）

作業者が制御盤等を手で支えて、

転倒防止をしないこと （台車を押す、

引くは可） （改訂）

転倒防止を実施していないときは、

制御盤等が転倒する方向に作業者を

立入らせない （改訂）

５

【制御盤持ち上げ時の例】

上から吊り上げる

チェーンブロック

【安定度を上げる対策例】

固縛する

台車に補助輪を
取り付ける

【安全遵守事項】

転倒防止として支えない
（押す、引くは可）

転倒する危険のある方向に
立入らせない

３ ３ ４ ４

９４
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９５

ワイヤーロープ等の吊り具の点検

（摩耗、破損等がないこと）

６

クレーンやチェーンブロックで吊り荷

を吊ったまま放置しない

離れるときは、吊り荷を下ろす

吊り荷の下に入らない

（立入禁止外と監視人を配置）

荷役・重機 ７）－（１） 重量物運搬一般④

退避できる位置で操作する

（吊り荷の動作方向を確認）

つり荷の下に入らない 斜め吊りや、つり荷を動かす方向
に立たない

重量物をクレーンで移動する時は、吊り荷との

接触を防止する （改訂）

Ｈ（積荷状態での重心の高さ）

Ｌ（縦横で短い方の車輪ピッチ）
≦ １．５

Ｌ

Ｈ

Ｇ Ｇ

重心
Ｇ

【制御盤等の台車運搬】５
４ 固縛

【重量物のクレーン運搬】６
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９６

７

荷役・重機 ７）－（１） 重量物運搬一般⑤

転倒角度が１８度に満たない重量物は、

ウインチ等による横引きをしない移動方法を

考え、やむを得ず横引きする場合は充分な

転倒防止を講じる（レバーブロックでの横引き

は禁止） （ＴＭＥＪ独自）（改訂）

ウインチ等のワイヤーフックは、重量

物の重心位置より下に掛ける （改訂）

重量物と床面との摩擦により転倒する

危険がない方法によるとともに、

経路上に引っ掛かりを生じるような

凹凸がないことを確認、処置する

（改訂）


